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地域協議会 教職員協議会

意見聴取

新設校で活動したい
地域の方々

第一中学校区関係者
自治会、PTA、公募市民

定員 50名

全 14 校の教職員

仮設校舎・通学路・工事
期間、学校区などを検討

施設一体型に向けた
必要な機能の検討

学校と地域の連携
協働（活動）の創出

小中一貫教育の充実

地域が学校で
できること、

求められていること
学校側が期待する

地域の方々などの活動

地域が学校と
関わりながら
やりたいこと

学校の規模適正化・適正配置について

第一中学校区では、交野市として初めての施設一体型小中
一貫校の整備を進めていきます。地域協議会は、地域の
力を発揮する場だと考えています。
交野の子どもたちのために、交野
が誇れる学校づくりのために、活発
で建設的な議論をお願いします。

「かたのあしたのがっこう」の体制
あたらしい学校づくりに向けて、地域協議会以外にも教職
員協議会、新しい学校で活動したい地域の方々を集めて話
し合う意見聴取の場を設けます。地域協議会では、工事
期間中の学校について（施設配置、校区編成、通学路など）、
施設一体型小中一貫校での学校生活について（９年間を
通した学校生活、学校と地域の関わり）、施設の複合利用
（地域拠点としての活用）について話し合っていきます。

第 1回地域協議会
2019 年 7月 12 日（金）
19:00 ～ 21:00
市役所別館 3階中会議室
参加者 43名

教育長あいさつ

詳しい情報は
こちら

北田教育長

市教育委員会で適正な通学距離の範囲や適正な学校規模
を定めた「学校規模適正化基本方針」を定めました。第
一中学校区では、適正な学校規模、学校施設の老朽化し
ている現状を踏まえ、交野小学校・長宝寺小学校・第一
中学校を統合して、現在の交野小学校敷地に施設一体型
小中一貫校を設置するという方向性を、平成 31年 2 月の
「学校規模適正化基本計画」で定めま
した。現時点では、「現在の交野小学
校敷地に、交野小学校、長宝寺小学校、
第一中学校を統合して新しい施設一体
型小中一貫校を設置する」というとこ
ろまでが決まっています。
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地域協議会での話し合いで大切にしたい視点
第１回目の地域協議会では、あたらしい学校づくりに向けて、
地域協議会の話し合いで大切にしたい視点を話し合いまし
た。６班に分かれての話し合いでしたが、各班とも大切にし
たい視点は同じような内容となりました。

1 班 2班 3班
・子どもたちの安全が大切！安全には

防犯も防災も含めて、常時と非常時
と考えていかないといけない。

・地域の人たちが気軽に行ける学校に
していくことも必要。安全面と気軽
さのバランスが大切。

・見守りなど地域人材の活用も大切に
していきたい。

・子どもがしっかり学べる環境をつく
り、心も育つような学校にしたい。

・子どもの安全を確保するために、施
設のセキュリティと見守りも大切。

・祭りなど地域資源を教育に取り入れ
ていきたい。

・工事中も整備後も周辺の施設の活
用を考えていきたい。

・交野の特産品、豊かな自然を活かし
た教育ができたらよい。

・先生たちの負担の軽減を考える。
・子どもたちが地域とつながる場に。
・子どもの安全、安心を守る防犯防災

の視点が大切。
・学力を上げるだけではなく、感性も

育てていきたい。

4 班
・みんなが顔見知りになることができ、

地域の人が学校に入れるように。
・いざというときに防災拠点として使

える学校であるべき。
・交野のよいところを学び、交野の魅

力を発信できる拠点に。
・いつか帰ってくるような子どもを育

てたい。シャケ（鮭）教育の実践！

5 班
・小中一貫教育についてまずは自分た

ちが学ぼう！そして子どもたちと地
域の人たちの接続の場、子どもたち
の居場所となる学校があるとよい。

・地域の人材を活用して、先生の負担
を減らしたい。保護者も学校に来た
くなる仕掛けが必要。新しい学校
が交野の魅力につながるとよい。

6 班
・児童生徒が困らないように、学校

施設としての環境をしっかり考えな
ければならない。

・地域と学校が連携して、地域の人材
活用もしていくべき。

・工事期間中のことを検討しなければ
ならず、学校ができた後に関係する
人からも意見を聞くべき。

大切にしたい５つの視点！
子どもたちがしっかり学ぶことができる！
学力をあげることも大切だけど、地域の自然や文化のこと、人間関係、感性も学べる学校

子どもたちと地域の安全、安心を守る！
学校施設のセキュリティ、登下校時の安全を地域でも見守る、災害時には防災拠点にもなる学校

地域の人たちも通える！
地域の人たちが日常的に学校に行き、子どもたちとの接点になる学校

先生たちの負担を減らす！
毎日とても忙しい先生たち。地域の人材を積極的に活用する学校

交野の魅力づくりにつなげる！
学校自体が交野市の魅力になること、交野の魅力を子どもたちも発信する学校

工事期間中のことをしっかり考えたい⇒次回は周辺施設の活用も併せて仮設校舎等の「工事期間中の教育環境」について検討します。
これから子どもを通わせる保護者の方など、いろいろな人の意見を聞くべきでは？⇒意見聴取の場をつくります。

次回のご案内
第２回地域協議会
「工事期間中の教育環境を考える」
８月 7日（水）19:00 ～ 21:00
別館 3階中会議室

次回までの宿題
工事期間中の児童が通う校舎プランそれ
ぞれに対するメリット・デメリットを考
えてきてください。
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